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授業者

　授業態度は真面目で課題に対しても真剣に取り組む姿勢がある。また学級集団の仲も良く、
話し合いや教え合いの活動も積極的に行うことができる。数学を苦手とする生徒も「わかりた
い」「できるようになりたい」という気持ちを持っているが、家庭学習などの学習習慣が不十
分であり定着しきれていない。また、成績上位と下位との学力差が少ない集団でもある。

　方程式に対する理解は深まってきているものの、特に数学的な見方や考え方が低下してきて
いると分析できる。
　そこで、「視覚的な思考と理解」「操作的な思考と理解」「言語による思考と理解」といっ
たさまざまな思考過程や理解方法を授業に取り入れることで数学的見方や考え方を培い、生徒
が家庭学習でふり返りながら取り組めるようにしていきたい。

　本時は、関数y＝ax２の利用である。身近なところにある具体的な事象を関数的に捉え、考察

し表現することのよさを感得することを大切に扱っていきたい。具体的な事象から関数y＝ax
２

の関係にある事柄を見出すために、与えられた情報を表、式、グラフを用いて整理することを
通して、結果を予想したり、なぜそうなるのかを他者に説明する場を設定し、本校の研究の重
点でもある言語活動の充実を図りたい。

　生徒の過去のＣＲＴにおける結果は次のようになっている。

関心・意欲・態度
見
方・考え方
１次方程式

連立方程式

　第１学年では、比例、反比例を取り扱い、第２学年では１次関数を取り扱っている。いずれ
においても、具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べること
を通して関数関係を見いだし表現し考察する能力を高めてきている。この単元では、これまで

と同様に、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数y＝ax
２

を考察する。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら、２乗に比例すること、変化の
割合が一定でないことやその意味、放物線というグラフの特徴やこの関数が日常的な事象にか

かわってきていることなど、関数y＝ax
２
の理解を一層深める。また、これらの学習を通して関

数関係を見いだし表現し考察する能力を一層伸ばしていく。

　中学校の関数では、これまで身近な生活の中に関数関係になる事象があることに気づき、そ
の事象の中の２つの数量についての変化や対応を調べることを通して、比例・反比例や１次関
数の存在を見つけ、それぞれの特徴を理解してきた。本単元は、中学校３年間の関数の学習の

集大成として受け止め、関数y＝ax２について、既習事項である比例・反比例や１次関数と対比
させて考察していくことになる。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら変化の割合
やグラフの特徴など、関数の理解を一層深めるように指導していくことを大切にしたい。

１年次全国比 ２年次全国比
99 99
106 100
94

115

　また、特別に支援が必要な生徒もいるので、ふれあい共育推進員と協力しながら授業を進め
ていきたい。

加　藤　直　美（ふれあい共育推進員）

比例と反比例 101

１次関数 113
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（４）研究主題との関わり

３　単元の指導計画
（１）単元の目標

（２）単元の評価規準

（３）単元の指導計画及び評価計画（１４時間扱い）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理
数量・図形などにつ
いての知識・理解

研究主題
主体的に学習する生徒の育成

～言語活動の充実を図る教科指導のあり方～

数学で求める「主体的に学
習する姿」

関心・意欲・態度

①具体的な事象のなかに関数y=ax
2
 として表される場面があること

　に関心をもち、その事象を関数y=ax
2
 を利用して考察しようとし

　ている。　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

②関数y=ax
2
 で表される事象について、その値の変化や対応の様子

　などを説明することができる。　　　（数学的な見方や考え方）

③関数y=ax
2
 で表される具体的な事象について、表、式、グラフを

　用いて表現したり、処理したりすることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な表現・処理）

関数y＝ax2 などについて
の基礎的・基本的な知識及
び技能を活用しながら、事
象に潜む関係や法則を見い
だしたり、数学的な推論の
方法を用いて論理的に考察
し表現したり、その過程を
振り返って考えを深めたり
するなど、数学的な見方や
考え方を身につけている。

関数y＝ax2 の関係など
を、表、式、グラフを
用いて的確に表した
り、数学的に処理した
りするなど、技能を身
につけている。

①時速100㎞の自動車の停止距離について予想する。
②与えられた数量をグラフに表し、制動距離がどのように変化して
　いるか考え、説明し合う。

学習内容

事象の中には関数

y＝ax2 などとしてとら
えられるものがあるこ

とや関数y＝ax2 の表、
式、グラフの関連など
を理解し、知識を身に
つけている。

時間 知識・理解

本時の言語活動

　事象の中からx とy の関係がy＝ax
2
 で表される関数に着目し、式やグラフの形、値の変化の

様子などを調べることを通してその特徴を理解するとともに、事象の中からいろいろな関数を
見いだし、関数を利用して問題を解決することができる。

１ ・ｼﾞｪｯﾄｺｰｽﾀｰの速
　さ

ジェットコースター
の速さの変化に関心
をもち、最初の斜面
をのぼるときと斜面
をおりるときについ
て、その違いを調べ
ようとしている。

最初の斜面をのぼ
るときと、斜面を
おりるときについ
て、速さの違いに
ついて、グラフな
どをもとに説明す
ることができる。

最初の斜面をのぼ
るときと、斜面を
おりるときの速さ
について、グラフ
をかくことができ
る。

さまざまな事象を関数

y＝ ax2 などでとらえた
り、表、式、グラフなどで
表したりするなど、数学的
に考え表現することに関心
をもち、意欲的に数学を問
題の解決に活用して考えた
り判断したりしようとして
いる。

見方・考え方 技能

具体的な事象のな
かから、関数

y＝ax２としてとら
えられる２つの数
量を見いだすこと
ができる。

関数y＝ax２の値の
変化や対応のよう
すを、表や式から
説明することがで

きる。関数y＝ax２

を、２乗に比例す
る関数としてとら

身のまわりにある

y＝ax２となる関係に
関心をもち、具体的
な事象のなかから関

数y＝ax２としてとら
えられる２つの数量
を見いだし、式で表
そうとしている。

・関数ｙ＝ａｘ２２ 関数y＝ax２の関係
を、表や式に表す
ことができる。
１組のｘ，ｙの値

から関数y＝ax２の
式を求めることが
できる。

関数y＝ax２の意味
や特徴を理解して
いる。
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既習の関数と異な
る関数として、身
のまわりには、
倍々に変化する関
係(指数関数)にな
る関数やグラフが
階段状になる関数
があることを理解
している。

倍々に変化する関
係（指数関数）に
なる関数やグラフ
が階段状になる関
数について、変化
のようすやグラフ
を既習の関数と比
較し、その特徴を
考えることができ
る。

６
７
８

14 ・章の問題

・基本の問題

具体的な事象を関

数y＝ax２を利用し
て解決することが
できる。
図形の辺上を動く
点と図形の頂点と
でできる図形の面
積の変化のようす
を表す式をつくる
ことができる。

関数y＝ax２とみな
すことで、事象の
考察や予測ができ
ることを理解して
いる。

12
倍々に変化する関
係（指数関数）に
なる関数やグラフ
が階段状になる関
数について、対応
する値を求め、表
やグラフで表すこ
とができる。

関数y＝ax２のグラ
フについて、ａの
値の変化とグラフ
の形を関連づけて
調べ、特徴を考え
ることができる。

具体的な事象につ

いて、関数y＝ax２

を利用して考察し
たり、予測したり
することができ
る。
図形の辺上を動く
点と図形の頂点と
でできる図形の面
積の変化のようす
を考察することが
できる。

９
本時

10
11

・関数ｙ＝ａｘ２

　の利用

具体的な事象のなか

に関数y＝ax２として
表される場面がある
ことに関心をもち、

関数y＝ax２を利用し
てその事象について
考えようとしてい
る。

13

・関数ｙ＝ａｘ２

　の値の変化

身のまわりには、
倍々に変化する関係
（指数関数）になる
関数やグラフが階段
状になる関数などが
あることに関心をも
ち、そのような事象
を見つけ、その事象
について、値の変化
などその特徴を調べ
ようとしている。

・いろいろな関
　数

３
４
５

関数y＝ax２のグラフ
に関心をもち、点を
プロットしてグラフ
をかこうとしたり、
その特徴を調べよう
としたりしている。
原点付近の関数

y＝ax２のグラフに関
心をもち、点を細か
くとって調べようと
している。

関数y＝ax２の値の変
化に関心をもち、グ
ラフをもとに考えよ
うとしている。
変化の割合について
関心をもち、具体的
な意味について考え
ようとしている。

１次関数と関数

y＝ax２を対比させ
て、変化の割合を
考えることができ
る。

関数y＝ax２の変化
の割合を、２点を
通る直線の傾きと
してとらえること
ができる。
変化の割合の具体
的意味として平均
の速さについて考
えることができ
る。
１次関数と関数

y＝ax２の特徴を対
比してまとめるこ
とができる。

関数y＝ax２の変域
の対応を求めるこ
とができる。

関数y＝ax２の変化
の割合を求めるこ
とができる。

関数y＝ax２の値の
増減のしかたにつ
いて理解してい

る。関数y＝ax２の
変域の対応や変化
の割合について理
解している。

関数y＝ax２の変化
の割合は、２点を
通る直線の傾きを
表していることを
理解している。
１次関数と関数

y＝ax２の特徴を、
２つの関数を対比
させて理解してい
る。

関数y＝ax２のグラ
フをかくことがで
きる。

関数y＝ax２のグラ
フの特徴を理解し
ている。

関数y＝ax２のグラ
フは放物線とよば
れる曲線であるこ
とを理解してい
る。

えることができる。

・ｙ＝ａｘ２のグ
　ラフ

数3



４　本時の指導
（１）本時の目標

①既習の関数や関数 y=ax
2
の関係から、車の速度と停止距離の関係を考察することができる。

【数学的な見方や考え方】

（２）評価規準

（３）本時の展開

※7分

※5分

※10分

※10分

８．まとめ

９．次時の予告

8
分

自動車の停止距離
について表、式、
グラフなどを用い
て考察することが
できる。

○戸惑っているグループはヒント
　を与え考えさせる。

・コミュニケーションボードを準
　備。

グラフに点をプロットさせ、比例のグ
ラフやｘの２乗に比例するグラフを記
入させたり、ｘが２倍、３倍…のとき
のｙの値の変化を考えさせる。
特別に支援が必要な生徒には、ふれあ
い共育推進員と連携を図りながら支援
をすすめる。

５．空走距離の考察

支援の手立て

　時速100㎞の自動車の停止距離を求めよう。

　与えられた数量をグラフに記入
　し、空走距離と速度の関係を式
　に表し、時速100㎞の空走距離を
　考える。

　①与えられた数量から、制動距
　　離がどのように変化している
　　か考える。（個別学習）

６．制動距離の考察

　②グループで話し合い、発表の
　　準備をする。(グループ学習)

【言語活動】：グループでの話し合い

評価の観点

数学的な見方や考え方

10

展
　
　
　
　
　
開

留意事項(・)評価(☆)支援(○)
・一方を２倍、３倍、４倍…した
　とき、対応する値の様子やグラ
　フの形を確認する。

段階

・時速100㎞の自動車の停止距離
　について予想をたてる。

・ワークシート②を配布し、空走
　距離がどのような関数になって
　いるか全体で考える。

４．学習課題の設定

【言語活動】：発表

１．復習

　比例とｙ＝ａｘ２の復習

・事前に電卓を配布。

・STEP1：空走距離（全体学習）

32

学習内容 学習活動

７．グループでまとめたこ
　とを発表

・空走距離、制動距離、停止距離
　について理解する。

・時速100㎞の停止距離を求め、
　本時の学習をふり返る。

・STEP2：制動距離

導
　
　
入

３．停止距離について予想

２．空走距離・制動距離・
　停止距離について確認

・ワークシート①を提示し、プロ
　ジェクターで表示する。

Ａ Ｂ

分

・まとめと自己評価（ワークシー
　ト②）

○戸惑っている生徒にはヒントを
　与え考えさせる。

分

・発表を聞き、自分やグループの
　考え方と比べることで、考えを
　確認する。

☆自動車の制動距離について考え
　ることができる。（ワークシー
　ト②）
　　　　　　　　　　【見・考】

☆自動車の制動距離について考え
　を深めることができる。（ワー
　クシート②）
　　　　　　　　　　【見・考】

【言語活動】：全体で発表

・次時の学習内容を確認する。

終
末
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（４）板書計画
【黒板左】

※紙板書 学習課題
比例

・xが2倍・3倍…
　→yは2倍・3倍…
・グラフは原点を通る直線

・xが2倍・3倍…
　→yは4倍・9倍…
・グラフは放物線 ・xが2倍・3倍…

※紙板書 　→yは2倍・3倍…
時速と停止距離の関係 ・グラフは原点を通る直線

ａ＝ｙ/ｘ＝2.08/10＝0.208
ｙ＝0.208ｘ

時速100㎞の停止距離は？ ｘ＝100のとき、
【予想】 ｙ＝0.208×100＝20.8（ｍ）

【黒板右】

・xが2倍・3倍…
　→yは4倍・9倍…
・グラフは放物線

0.56＝ａ×102

ａ＝0.0056
ｙ＝0.0056ｘ２

ｘ＝100のとき、

ｙ＝0.0056×100２＝56（ｍ）

・空走距離は速度に比例する
・制動距離は速度の２乗に比例する

　＝20.8＋56
　≒77

時速100㎞の自動車の停止距離を求めよう。

STEP1　空走距離は？

Ｈ Ｊ

STEP2　制動距離は？

グラフ

→ｙはｘ2に比例⇒ｙ＝ａｘ2

Ｇ Ｉ

Ｂ 学習のまとめ

　(停止距離)
　＝(空走距離)＋(制動距離)

y=ax2

表

→ｙはｘに比例⇒ｙ＝ａｘ

Ａ Ｃ Ｅ

Ｄ Ｆ

答．およそ７７ｍ

　(停止距離)
　＝(空走距離)＋(制動距離)
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